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メンテナンスの前に 

作業手順 

•清掃、注油、調整作業などをおこなう前に、まずマシンが正常動作 
できるか、動作点検を行って下さい。（画面表示、ベルト動作と軌道、
角度調整機能、ＨＲ測定機能、緊急停止機能など） 

•電源コードの本体駆動部への巻き込み、コードの踏みつぶしや   
コンセントの緩みなどがないかチェックしてください。 

 

安全の確保 

•カバーを開けて作業する場合は、必ず電源スイッチをＯＦＦにし、電
源コードをコンセントから抜いて行って下さい。 

•マシンを稼働しながらの駆動部点検、清掃作業は、絶対にしないでく
ださい。 

•危険な姿勢で作業をおこなわないでください。 



日常のメンテナンス項目 
点検→清掃→調整(注油)の順に行います 

• 目視による点検(部品破損や経年変化、ベルト軌道） 

• 動作点検(各部の動作、キーパッド、画面表示部） 

• 水平レベル、マシンのガタつき部品のぐらつき 

点検 

毎日・毎週 

• 本体周辺の清掃(角度を上げマシン下の清掃) 

• 本体に付着した汗や汚れ、ホコリの除去 

• モーターカバー内のホコリの除去 

清掃 

毎日・毎月 

• 傾斜角調整部の関節などへの注油 

• ベルト軌道調整、水平レベル調整 

• ボルト、ねじ類の締め付け(増締め) 

調整・注油 

必要に応じて 



点検のポイント 
各部の通常動作が正しく行えるかを点検します 
                                    
 

                                    パネル表示や操作ボタンにエラーはないか？ 
                                          
                                          ＨＲは正しく読み取るか？ 
                                 
 

                                                  緊急停止スイッチは作動するか？ 
 
 
 

      異音はしないか？                        
 

                                       ベルトの動きはスムーズか？                                
電源コードに損傷はないか？ 
マシンによる踏み潰しに注意 
                                                     ベルトは磨り減っていないか？            
  
 
 
 
 
角度の上下はスムーズか？ 

                                                                                                                                                  
本体にガタつきはないか？                                       ベルトの軌道は正しいか？ 
 
 



清掃のポイント 

毎日の清掃 

     ・走行面のホコリや汚れを取り除いてください。 

     ・操作パネル、本体についた汗を拭き取って下さい。 

           （拭き取りは、水で固く絞った雑巾などで） 

   ※ 洗剤のご使用は、まれにカバーや塗装面を傷める恐れがあります。 

毎週の清掃 

     ・マシンの傾斜を上げて、床面のホコリを掃除してください。 

 

毎月の清掃 

     ・マシン前方のモーターカバーを開け、内部のホコリを除去し 

      てください。 

   ※ モーターカバー内部には、剥き出しの電子基板等が搭載されています 

      清掃の際、やわらかいブラシやエアダスター等を使用し、これら部品を 

      損傷することのないよう、十分にご注意ください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ランニングベルトの軌道調整 
ランニングベルトの軌道を点検し、片寄りがあれば軌道調整します。 

ランニングベルト調整部（六角穴ボルト） 

詳しい調整方法は次ページ 

六角レンチを使用し、ランニング
ベルト調整部のボルトを回して軌
道調整します。 



ランニングベルト 軌道調整方法 
 ランニングベルトの軌道を点検し、片寄りがあれば起動調整作業を行います 

   ・8㎜六角レンチでランニングベルト後方のローラーを調整、ローラーの中心を動かさず、左右に傾けるように調整を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ランニングベルトを時速5km前後で回しながら作業を行います。 

  ベルトの張力を変えずに左右に軌道調整する方法です。 

   ベルトが左寄りの（右へ動かしたい）場合、ローラー左側を右回転・右側を左回転に同じ量調整してください。 

    ベルトが右寄りの（左へ動かしたい）場合、ローラー左側を左回転・右側を右回転に同じ量調整してください。 

注 ： ベルトの調整は一気に行わず、一回につき8分の1回転～4分の1回転程度に止めておいてください。 

    一回調整すると、ベルトは少しずつゆっくりと動きます。時間をかけて様子を見ながら繰り返し調整してください。 

左回転でローラーが前方へ 左回転でローラーが前方へ 

右回転でローラーが後方へ 
右回転でローラーが後方へ 

ランニングベルト 

後方ローラー 

中心 

ランニングベルトを調整したい方向 

六角穴
ボルト 

六角穴
ボルト 

右へ寄せる 左へ寄せる 



ランニングベルトの摩耗点検 
ランニングベルト及びデッキは消耗部品です。消耗部品交換が必要となります。 

 ランニングベルト消耗状況の点検 

  一日の稼働時間、よく使用される速度、その他ご使用条件によって、消耗交換の時期は大幅に変わ
りますので定期的にランニングベルト及びデッキ(木製走行板)の消耗度合いを確認します。 

    

◆ 点検ポイント 
   ・ベルト走行面の表面摩耗 

       ベルトの表面が、すり減ってツルツルになっていないか、などを目視で点検します。 

   ・ベルト裏面の摩耗 

      1. マシンを停止させた状態で電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜きます。 

      2. ベルトとデッキの間に手を入れます。 

      3.ベルトの裏面を手で触って、端から中央付近へ行くに従って手触りに変化があるか 

        どうかを、チェックしてください。 

      4.中央へ行くに従ってツルツルにすり減っているようであれば、交換時期である、あるいは    

        交換時期が近いと判断できます。 

    

 ※ ランニングベルトの交換時期を超えてトレッドミルをご使用された場合、ベルトのスリップや片寄り 

    破断、使用中の急停止、また過電流による電気的トラブルなどが起こる可能性があります。 

    またこれらの症状が見られなくても、モーターや基板等、電気系統へ負担をかけ、悪影響を与える 

  可能性がありますので、早目の交換をお勧めいたします。 

 



メンテナンスのご依頼 
お客様の安全確保のために 

突発的なマシントラブルまたは、日常の点検作業で調整
不可能な異常が発見されました場合、ただちにマシンの
使用を中止し、弊社カスタマーサービスへご連絡ください。 

 

ジョンソンヘルステックジャパン株式会社 

カスタマーサービス フリーダイヤル 
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